






















　仲宗根（1983：67）は ｢くべる」の意味の今帰仁方言形の ʔubi（i）ruɴ の項に『全国方言
辞典』（東條 1951）の ｢いびる｣（意味は 炙る，焼く）を関係ある語形として挙げている。
また、『日本方言大辞典』（徳川 1989：213）が ｢いびる｣ の項に石垣方言の ibi（ru）ɴ「火
にくべる。燃やす。たく｡｣ を掲載していることから、北琉球方言の ubiruɴ と南琉球方言
の ibiruɴ は本土方言の「いびる｣ と同系統の語形のように考えられているようである。





方言 語形 音調型５ 出典
奄美大島大和浜 ʔubïruri 長田・須山（1977：418）
ʔumïruri 長田・須山・藤井（1980：354）
徳之島浅間 ʔubïjuɴ A 岡村隆博氏・中島由美氏よりの私信
沖永良部島皆川 ʔubijuɴ A 上野（2005：34）
与論麦屋東 ubjuɴ A 菊・高橋（2005：112）
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大宜味村田嘉里 ubiiɴ A ローレンス（2005：78）
大宜味村津波 ubiiɴ A 小川（2010：158）




多良間 ubir B 青井隼人氏よりの教示
川平 ibiruɴ 中本（1975：41）
石垣 ibi（ru）ɴ A 宮城（2003：107）
竹富 ɴbiruɴ A ローレンス（2013：14）
鳩間 ib（ir）uɴ A 加治工（1961：35；1989：72）６
古見 ibiɴ 波照間（1999：709，719）
与那国 saɴbiruɴ 高橋（1987：64）








方言 語形 音調型 意味 出典
秋田県 えんびる B 火中に入れて焼く 秋田教育委員会（2003）
岩手県吉里吉里 いびる B 生物等を火に炙る 関谷（2003：43）
静岡県沼津市 ibiru B 火にあぶる 沼津市教育委員会私信





ibiru B あぶって焼く 小童成年会私信









イビッ B 熱灰に入れて焼く 橋口（2004：200）
種子島 ibiru B ゆがく 植村（2001：275）
　琉球語の語形と合わせて見ると、北から ibiru（本土）─ ubiruɴ（北琉球）─ ibiruɴ（南









浅間方言のこの語形の ï は本土語の e に対応する。伊江島方言のウビユンの第二音節
も *be に遡るもので、*bi 由来なら *ウディユン が予測される。石垣方言の ibi（ru）ɴ 




方言では活用は ibiï ‒ ibiɴ（否定） ‒ ibiru（命令）であって、母音終わり語幹 /kai-/「変
える｣ の諸活用形の kaiï ‒ kaiɴ ‒ kairu と同じで、子音終わり語幹 /kair-/「返る｣ の 
kaiï ‒ kairaɴ ‒ kairi と一線を画している。八重山の石垣方言や鳩間方言には長い語形 
ibiruɴ のほかに短い語形 ibiɴ（石垣），ibuɴ（鳩間）がある。このように短い交代形が
あるのは母音終わり語幹動詞のみである。
「掛ける」 「浴びる」 「替える」 「帰る」
（石垣）kakiruɴ 〜 kakiɴ aamiruɴ 〜 aamiɴ kairuɴ 〜 kaiɴ kairuɴ 〜 *kaiɴ
（鳩間）kakiruɴ 〜 kakuɴ amiruɴ 〜 amuɴ kairuɴ 〜 kauɴ kairuɴ 〜 *kauɴ
このように南琉球方言の ibiruɴ は子音終わり語幹動詞であると判断できる。北琉球方
























給にめら 〳 〵と焼けぬ｣ は焼べるの早い例である。｢いびる｣ 同様、その使用分布は日本
本土をほぼ覆っている。
方言 語形 音調型 出典
岩手県盛岡市 クベル A 森下（1986：130）
宮城県気仙沼 kuberu A 山浦（2000：1184）
東京 クベル B･A 柴田（1985：283）
長野県長野市 クベル A 近藤玲子氏よりの教示
岐阜県大垣 クベル B 杉崎・植川（2002：107）
京都・大阪 クベル A 中井（2002）、吉原（1983：107）
和歌山県有田市 kuberu A 平山他（1993：5132）
奈良県大和郡山市 kuberu A 平山他（1993：5132）
鳥取県八東 クベル B･A 廣戸・大原（1953：20）
岡山市 kuberu A 平山他（1993：5132）
阿波 クベル A とらじろう（日付不明）
香川県高瀬 くべる A 佐藤（1986：140）










愛媛県魚島 くべる A 上野（1990：79）
広島市 クベル A 馬瀬（1994：87）
島根県松江・出雲 クベル A 廣戸・大原（1953：20）
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島根県浜田 クベル A８ 廣戸・大原（1953：20）
隠岐島五箇・浦郷 クベル A 廣戸・大原（1953：20）













そゑて｣）のみのようである。くべる（本土語） 〜 うべる（琉球語）も同様に琉球語では 
k のない語形が使われる。この二つの語対に見られる k 〜 Ø の交代が意味のあるものか、
それとも偶然なのか、不明であるが、いずれにせよ、本土語の「くべる｣ と琉球語の「う
べる｣ が同系語であることは疑う余地がないであろう｡９
　南琉球祖語で k のないウベルの語頭の *u- が i- に前母音化したのであるが、これは同音
異義語の「植える｣10  にも起こった音変化である。南琉球方言の語頭の撥音が高母音を含
む音節に由来する（参照：ɴbiruɴ「植える｣，ɴziruɴ「出る｣，ɴmuɴ「績む｣（いずれも竹富
島方言））ことは、竹富方言の ɴbiruɴ は八重山方言形では *ebe- にではなく、*ibe- に遡る
ことを示す。石垣方言では *i は通常 ï になるが、語頭では ï は mï，kï，sï の前にのみ現れ
る（宮城他 2002：522-３）ことから、石垣方言の ibi（ru）ɴ も *ibe- に由来するといえる（参
照：idiruɴ「出る｣，ika「烏賊｣，imi「夢｣（いずれも石垣四箇方言））。
　与那国方言の saɴbiruɴ「くべる｣ は複合語起源の動詞であろう。本土方言では、長野県
各地の サックベル や青森県南部の サクペル は「挿し焼べる｣ に由来するという（馬瀬 
2010：230；工藤 2008：846）が、与那国方言の語形も同じく「さしくべる｣ に遡ると思わ
れる。与那国方言と本土方言とで独立並行発達によってできた結合形に違いない。
　以上、琉球語の「くべる｣ を意味する動詞は *ube- に遡ることを論じたが、実は、琉球
方言圏内に k- で始まるクベル系の動詞は散見する。




伊是名島 kubeeɴ B 伊是名島方言辞典編集委員会（2004：217）
久米島儀間 kugijuɴ B 大道スミ子氏よりの教示
kubijuɴ A 昭和８年生の女性よりの教示
久米島西銘 kubiiɴ B 匿名男性よりの教示














間と竹富島の方言形も同様に借用語であろう。南琉球方言では *ku が fu/hu に変化した
（参照：多良間─ fucï「口｣，fusjabï「楔｣；竹富─ hubi「首｣，huci「口｣，husabi「楔｣）から、
南琉球方言の「くべる｣ に対応する語形が ku- で始まれば、これはこの単語が ku > fu の
変化が起こったのちに移入されたということを意味する。
４．結語
　本稿では琉球方言の ubiruɴ/ibiruɴ 系の動詞は本土語の「くべる｣ と同系の動詞であっ
































４　伊良部島仲地方言では umaccu ibiï「火をくべる｣ は可能な表現である（富浜 2013：
75）。奄美大島龍郷町浦方言も ʔmacï-ba kubïroo-jaa「火をくべようね｣ というそうで
ある（重野裕美氏よりの私信）。
５　動詞の音調型は A と B とに分類した。A は 飛ブ・上ゲル・始メル に対応する動詞、





９　他に「錐｣ の意の きり 〜 いり（九州語，琉球語）がある。それぞれ「切る｣ と「入る」
の名詞形でなければ、k 〜 Ø の交代の一例になるかも知れない。
10　「植える」─ ibiï（伊良部島仲地），ibi（ru）ɴ（石垣），ib（ir）uɴ（鳩間），ibiruɴ（古見）。
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